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1．問題 の所在

　 稲 垣 ら （2011） は，運 勢 ラ イ ン 法 を デ ジ タ ル 化 した シ

ス テ ム を開発 ・評 価 して き て い る．同 シ ス テ ム を理 科授 業

に 導入 した 結果 （出 口 ら，2008 ＞，単元 の 進行状況 に 合 わ

せ た 多様な集計方法の 必要性が 指摘 され て い た，こ れ を踏

まえ て，本研究 で は，同シ ス テム に お け る集計機能 を 改良

した．

2．集計機能の 改良

　 図 1 に 旧バ ージ ョ ン の 集計機能画面を示 す．旧 バ ー
ジ ョ

ン で は，単元中の 任意の 時点で ，「
上半分 の 領域 に ラ イ ン

を 描 い た 人 （ア イ デ ア に 対 して 正 しい と考えて い る人）」

と，「
ド半分の 領域 に ラ イ ン を描 い た 人 （ア イ デァ に 対 し

て 間 違 い だ と考え て い る 人 ）」 の 人 数 を図 1 の 丸 囲み の 数

字 に 示 し，「ラ イ ン を下 半 分 （間 違 い だ と思 う〉の 領域か

ら 上 半分 （正 し い と 思 う）の 領 域 へ と 上 昇 させ た 人 」 と，
「
ラ イ ン を ヒ半分 （正 し い と思 う） の 領 域 か ら下 半 分 （間

違 い だ と思 う）の 領 域 へ と下 降 させ た 人 」 と 「
ラ イ ン を 2

っ の 領 域 問 で 変 化 させ な か っ た 人 」 の 人 数 を 図 1の 矢 印

の 上 の 数 字 に示 して い た．また，旧バ ージ ョ ン で 行 う集 計

の 対象は，ア イ デ ア 別 に独 立 して お り，複 数 の ア イ デ ア 間

の 競合関係 を 示 す こ と は な か っ た．

　本研究 で は，これ に 改良を 行 い ，単元 の 進 行 状況 に 即 し

て ，単 元 の 前 半 で 用 い る複 数 ラ イ ン 同時 集計機能 （領域

別）（図 2＞ と後 半 で 用 い る複 数 ライ ン 同 時 集 計 機 能 （最

大最小）（図 3）の 2 種類を用 意 し， どち らの 集 計 画面 も，
2 つ の ア イ デア問 の 競合関係 が わか る よ うに マ トリク ス 表

爪 と した．
（1） 単 元 前半 ：複数 ラ イ ン 同時集計機能 （領域別）

　単元 前半 で 用 い る 集 計機 能 に は，そ れ ぞれ の ア イ デ ア に

っ い て
「
正 しい と思 う」

「どち らで もない 」
「間 違 い だ と思

う」 の うち どの 領域に ライ ン が 描か れ て い るか を集 計 し表

示す る
「
複数 ラ イ ン 同時集計機能 （領域別）」 （図 2 ） を追

加 した．こ れ に よ り，単元前半 に お い て 2 つ の ア イ デ ア

間 の 競 合 関係 を把 握 しや す くな っ て い る．
（2） 単 元後 半 ：複 数 ラ イ ン 同時集計機能 （最大最小）

　単尢後半で 用 い る集計 機能 に は ，そ れ ぞれ の ア イ デ ア に

つ い て の ライ ン が 最大 まで 上 昇 した 人数 と，最 小 まで F降

した人 数 さ らに 最大最小の どち らに も到 達 して い な い 人

数 を 集計 し表示す る
「
複数 ラ イ ン 同時集計機能 （最 大 最

小 ）」 （図 3）を追 加 した．こ れ に よ り，単元後半に お い て，
科 学 的 に 妥 当 な ア イ デ ア に つ い て ラ イ ン が 最 大 ま で 上 昇

して い ない 児 童 や，科 学 的 に 妥 当で な い ア イ デ ア に つ い て

ラ イ ン が 最小 ま で 下 降 して い な い 児 童 を抽出す る こ と を

可能 に して い る．
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図 1　 旧 バ ージ ョ ンの 集計機能画 面
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図 2　複数ラ イ ン 同 時集計機能 （領 域別）

かわ らtSL：

へ益

．．．一．一一…巴
゜拶罐

　　　
どちらで 鱗 い

　　
下がりw？th

土が り ＃ vtS 　　 O

どおらT もない 4

下が り tt“re31

1　 　 　 0

4 0

附 記
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図 3　複数ラ イ ン 同時集計機能 （最 大 最 小 ）
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